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鹿児島県立図書館の“今（ナウ）”をお知らせし，図書館と利用者を結ぶ情報紙です。 鹿児島県立図書館

ホットの１
「国民文化祭」とは，全国各地で行われている各種の文化活動を全国的規模で発表，競演する機

会を提供することにより，国民の文化活動への参加の気運を高め，新しい芸術文化の創造を促すこ

とを目的として，昭和61年度から毎年，各都道府県持ち回りで開催されている

国内最大の文化の祭典です。

鹿児島県では，平成27年10月31日（土）から11月15日（日）までの16日間，

「ひっとべ！かごしま国文祭」の愛称で実施されます。

そこで，県立図書館では，９月３日（木）から11月17日（火）まで「鹿児島

の魅力を伝える資料 ～国民文化祭・かごしま2015開催～」展を行います。

また，県立図書館では，国民文化祭の開催期間中（10月31日～11月15日）

は，すべて開館しますので，ぜひ御利用ください。

ホットの２

県立図書館・奄美図書館のホームページのトップ画面の左上部分に利用

者ポータルサイトへのリンクが用意されています。この利用者ポータルサ

イトを活用すると，本や予約の状況確認，貸出延長などが自宅のパソコン

やスマートフォン等からできるようになります。

〈利用方法〉

① 県立図書館の利用者カードを準備します（利用者カードを持っていない方は，県立図書館で利

用者カードをお作りください。その際，住所が確認できるものを用意してください。）。

② パソコンやスマートフォン等から県立図書館のホームページを開き，本館か

らポータルサイトのボタン（左上参照）をクリックし，利用者カード番号，氏

名，生年月日を入力し登録してください。館内のＯＰＡＣ（利用者端末）から

も登録することができます。

③ 自分でパスワードを設定し登録します（パスワードを忘れてしまった場合で

も，再度パスワードを設定することができます。）。

①～③で登録は完了です。

他にメールアドレスの登録，新着図書の案内など，便利なサービスを受けるこ

とができます。ぜひ御利用ください。

《一般書》８月１４日（金） 《児童書》８月２３日（日）

○『世界の果てのこどもたち』中脇初枝/著 講談社

○『ぼくの短歌ノート』穂村弘/著 講談社

○『超訳 日本国憲法』池上彰/著 新潮社

○『ヒヨコノアルキカタ』あさのますみ/文 KADOKAWA

○『認知症・行方不明者１万人の衝撃』

ＮＨＫ「認知症・行方不明者１万人」取材班/著 幻冬舎

○『ほしいもマン』あきやまただし/著 佼成出版社

○『いちばん大切なもの』宮崎恵子/文 田中伸介/絵 文芸社

○『食べているのは生きものだ』森枝卓士/文･写真 福音館書店

○『広島の木に会いにいく』 石田優子/著 偕成社

○『数に強くなろう』 ピーター・フランクル/著 岩波書店

利用者ポータルサイトのボタン

携帯電話用のポータルサイト
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○企画展示 ９月３日（木）～11月17日（火）

「鹿児島の魅力を伝える資料

～国民文化祭・かごしま2015

開催～」展を行います。

○児童文化室ミニ展示 ８月23日(日)～９月22日(火)

「おいしい本をめしあがれ！」

いろいろな食べ物が出てくる本

を紹介します。

○第２回県立図書館ボランティア活動説明会

９月４日（金） 13:00～16:45

県立図書館でのボランティアに興味・

関心のある方を対象に，先輩ボランティ

アが活動内容を説明します。

県立図書館に届いた

図書館カレンダー

○ 開 館 時 間 火 曜 日 ～ 土 曜 日：９時～21時*ヒント*
※ 児童文化室は19時まで「モー」となく，しろくろのどうぶつ！

日曜日・祝日（斜字体）: ９時～17時

は，休館日。

は，学習室のみ開室（９時～17時）。

★ は，おはなしのじかん（毎週水曜日 15時30分～16時）。

は，一般閲覧室新着図書の日（８月28日,９月15日【予定】）。

は，児童文化室新着図書の日（８月23日）。

『たべたのだあれ』
五味太郎/作 からのクイズです。

「さくらんぼ たべたのだあれ？」

となりのページをみると･･･あれあれ？ぞう

さんのしっぽがさくらんぼになっている！

「いちご たべたのだあれ？」おつぎはライオ

ンさん！では「めだまやき たべたのは？」

さあ，だれでしょうか？

答え，自分の名前，利用者カード番号を書いて，児童文化室
こた じ ぶん な まえ り ようしや ばんごう か じ どうぶん か しつ

にある箱に，９月１３ 日（日）までに入れてください。正解
はこ い せいかい

者のなかから 抽 選で２０人にしおりなどのプレゼントを差し
しや ちゆうせん にん さ

上げます。
あ

前回の答えは「ブキャ！」でした。たくさんの御応募あり
ぜんかい こた ご おう ぼ

がとうございました。

昨年度から１階閲覧室内の充実に努めてまいりまし

た。特設コーナーや雑誌コーナーなど，より快適に利

用していただけるように工夫したり，特設コーナーは

場所や名称を変更したり，内容を工夫したりしまし

た。これまで以上に多くの方に見ていただいていると

感じます。特に，子育て・教育支援コーナーは，お子

様連れでも気軽に本やパンフレットを探せるように入

口近くに設置しました。雑誌コーナーでは，雑誌スポ

ンサー制度の導入に伴い，多くのスポンサーから御提

供いただき，新規の雑誌が増えました。最新号を心待

ちにされている方が多く，入れ替えをしていると声を

かけられます。たくさんの利用者が１階閲覧室にいら

っしゃいます。

これからも，より多くの方々が，気持ちよく図書館

を利用してくださるように努めなければ，と思う今日

この頃です。

今回紹介していただいた宝本は， 斎藤隆介著 滝平二郎絵の『花さき山』 （岩崎書店）です。

私が小学生の頃，おばからもらった本が，『花さき山』でした。年の離れた妹が生まれ，

何となくさみしかった私の心をこの本がなぐさめてくれました。それに，おばが私のことを気

づかってくれた事が嬉しかったのを覚えています。

あれからもう何十年もたちましたが，今でも落ち込んだり，つまずいたりすると，この本を

開きます。何度読んでも私の心をいやしてくれる大事な宝本です。


